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コロナ禍における「学校の新しい生活様式」 

 新型コロナウイルスの新規感染者数は、このところ減少しているように感じま

すが、現時点でも緊急事態宣言が発出されていた時の一番多いときとそれほど変

わりなく、専門家からは下げ止まりの状況であるという声も聞かれます。このこ

とから考えると、感染防止対策は今までと変わりなく実施しすることで、子ども

たちの安全に配慮していかなければならないと考えています。「With コロナ」と

いう言葉がここにきて再認識させられます。葉山町の感染者数は県内の他の市町

に比べて少ないとはいえ、学校でも感染の危機がなくなったわけではないと考え

ています。誰でも感染の可能性がある

ということだと思います。ここで大切

なのは、感染者がいたときに「誰？」で

はなく、その人をやさしく見守ること

ではないでしょうか。ましてや報道に

もあったような「コロナいじめ」があっ

てはなりません。 

 さて、文部科学省から「学校新しい生

活様式」の改訂版が出ました。その中では、当然感染防止策

を徹底したうえで、できる限り今までの教育活動の再開を

検討するようにと記載されています。教科の学習をおろそかにすることは決してあってはならないこと

ですが、友達とかかわりながら遊んだり、行事を通して学んだりすることも学校教育でも大切です。本校

においても、少しずつではありますが、感染防止対策を徹底する中で学びの幅を広げていきたいと考え

ています。 

 

通知表（「のびていく子」）について 

「のびていく子」では、学校生活の様子をまとめてお伝えしています。 

保護者にとっては、学校での学習や生活の様子を把握し、子どもに自信を持たせたり、意欲や勇気づけを

行ったりするための資料になり、子どもにとっては、自分の活動を振り返り、今後の学習や生活に対し

て、前向きに取り組むための重要な手がかりになるものと考えています。 

【学習のようす】 

評価については、１年生から３年生までは「できました」「がんばろう」の２段階で、４年生以上は「よ

くできました」「できました」「がんばろう」の３段階になります。「よくできました」は概ね９５％以上

到達、「できました」は概ね８０％以上到達、「がんばろう」は８０％に到達していないことを表していま

す。なお、１年生については、今回については学校生活の様子のみの記載になります。 

【学校生活のようす】 

学校生活全般に渡っての様子、担任から本人への励ましやご家庭へのお願いなどを記入しています。 
 

また、７月７日 No.5 でお知らせしたとおり、「のびていく子」を１０月１日と３月末の２回に分け

てお渡しする予定です。学習内容や単元については、コロナウイルス感染防止のため、年間で指導する順

序を変更しています。また、「のびていく子」の評価項目のページについては、一部改訂をしていますが、

印刷の都合上３学期の記載となっています。そのため、例年とは記載方法が次のとおり異なっています。 

１ ２学期学習したところまでの評価であること（２学期の前半まで評価しその後は空欄） 

２ １学期と２学期で評価の観点（評価項目）が同一のものについては、２学期の欄に評価を記載して

いること 

   （例 社会・理科の「学習に向かう力」の項目、国語・音楽・図工・体育のすべての項目） 

 

葉山小だより 

図書ボランティアの方々による図書室廊下掲示 



１０月の主な行事予定 
  ・秋の遠足 

・運動会Ⅰ 

  ・ＳＣ来校日 

  ・児童委員会活動 

 

  健康診断 

  ・内科検診 

  ・歯科検診 

  ・眼科検診 

１１月の主な行事予定（９月２９日時点） 

  ・運動会Ⅱ 

  ・６年修学旅行代替行事 

   （SOAR FESTIVAL 2） 

  ・５年キャンプ代替行事 

  ・ＳＣ来校日 

   

   

   

 

 
 

 ※ 行事は変更となる場合があります。変更は、学年・学級だより等でご確認ください。 

 

 

 

教育相談について 
 コロナ禍で様々なストレスやダメージを子どもたちが抱える可能性が普段以上に高くなると思います。

お子さんが、ストレスと気づかず怒りっぽくなったり、口数が減ったり、いつもと違うなと感じられた

ら、ご相談内容によって次の機関で相談ができます。ぜひご活用ください。 

ご相談内容 相談窓口 問い合わせ先 

お子様のこと、お子様の接し方など 

（心理の専門家による相談） 

スクールカウンセラー 

（SC） 

葉山小学校 教頭 

８７５－００６２ 

登校しぶりや不登校に関すること 

（教室に入りにくい、学校で過ごすこと

に不安があって通いづらいなど） 

教育支援教室「ヤシの実」 

相談員 

葉山町教育支援教室 

８７８－７７２７ 

（火・金曜日） 

学校生活、いじめ、親子関係、健康、発達

など 
教育研究所相談員 

葉山町教育研究所 

９７５－７２９６ 子どものための環境づくり（ご家庭のこ

と、学校外の機関とのかかわり方） 

スクールソーシャルワーカー 

（ＳＳＷ） 

お子様のこと 

（心や体の健康・発達・福祉など） 

葉山町子ども育成課 

子育て相談係 

８７６－１１１１ 

【内線】２２６ 

学校のこと、学区のこと、特別支援教育に

関することなど、学校教育全般にかかわ

ること 

葉山町教育委員会 

学校教育課指導係 

８７６－１１１１ 

【内線】７２２３ 

聞こえや話しことばやコミュニケーショ

ンに関すること 

（町内公立小学校児童対象） 

葉山町通級指導教室 

「ことば・きこえの教室」 

教員 

８７５－８９９１ 

※学級担任を通して 

 


